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令和7年度 委員会等事業計画
※ゴシック箇所が令和6年度からの変更点

主 た る 事 業 事   業   計   画     具   体   的   事   業

A 財務管理に関する事項 1 月次支払関係の精査
健全なる会務運営 2 決算、予算の確認
への対応 3 財務健全化への対応

会 B 危機管理に関する事項 4 災害等発生時における情報の収集と対応
務 C 事務局運営に関する事項 5 事務局業務の統括
管 D 会議開催に関する事項 6 本部主催会議における議案内容の検討　　　
理 7 会議運営方法の検討
室 E 広報に関する事項 8 マスメディア活用による対外広報活動の展開

F 功績者調査に関する事項 9 叙勲、褒章、大臣表彰候補者の推薦

G 国際交流に関する事項 10 海外塗装団体等への対応

H 組織基盤の強化に関する事項 11 組織改革を含めた事業再編等の検討
Ｉ その他必要と認める事項 12 会員増強の推進並びに事業の検討

13 女性活躍推進に関する対応
14 支部、ブロック、他団体、諸機関等への対応

A 組織活性化に関する事項 1 諸規定の見直し
本会組織の運営 2 ブロック及び支部体制の活用

総 ならびに総務 3 危機管理システム運営の推進

B 従業員表彰に関する事項 4 優秀施工者大臣顕彰、青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰、
日本建築仕上学会賞（技能賞）及び 会長表彰候補者の推薦

C 本会行事運営に関する事項 5 受章者合同祝賀会の開催
6 全国大会開催支部との連携

D 情報化推進に関する事項 7 ホームページの更新を含むIT化の推進

務 E 定期刊行物の刊行に関する事項 8 会報「日塗装」誌の編集及び刊行
9 会員名簿、塗装ハンドブック等の刊行

F 働き方改革に関する事項 10 会員企業の持続的発展に繋がる雇用環境の改善に向けた情報収集および発信

G その他本委員会において必要と認める事項 11 本会諸事業への支援対応（全国建築塗装技能競技大会、住宅リフォーム
事業者団体登録制度等）

12 塗料用標準色（日塗工色見本帳）の頒布対応
13 関係省庁等からの要請や業界団体との連携に必要な各種調整

A 仕様書の調査に関する事項 1 公共建築工事標準仕様書やJASSの改定に関わる検証

技 特化した仕上げ技術の B 建設DX化への取組みに関する事項 2 塗装動作を次世代に伝承するためのICT技術を用いたデジタル教材の作成
調査・研究 3 ドローンやクラウド等を活用したDX化推進へ向けての情報発信

C 新塗装材料・工法の調査研究に関する事項 4 新たな塗材、工法、及び機器、工具に関する調査研究

D JPCA工法への対応に関する事項 5 JPCA工法についての技術サポート対応

E 事業成果の発信に関する事項 6 WEB上、会報誌等での事業成果の情報発信（日本建築仕上学会発表会への参加検討を含む）

術 F その他本委員会において必要と認める事項 7 耐火研修会の協力

（裏面有）
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主 た る 事 業 事   業   計   画     具   体   的   事   業

経 会員企業の経営 A 会員事業所の経営基盤向上や人材育成に 1 従業員や経営後継者等を対象とした人材育成研修の企画実施

に資する事業の 関する事項 2 住宅リフォーム工事における資質向上研修の企画実施
展開 B ペインテナンスに関する事項 3 ペインテナンスにおける品質保証の調査研究及び対応

営 C リフォームアワードに関する事項 4 優良リフォーム施工会員の表彰

D その他本委員会において必要と認める事項 5 特定技能制度等、外国人雇用に関する情報収集と発信(外国人材受入委員会との連携)
6 技能者の処遇改善、建設キャリアアップシステム及び

働き方改革等に関する情報収集、周知

A 労働災害防止に関する事項 1 安全衛生・環境関連法令等の改正に関する情報収集・周知

安 労働災害の防止 2 事故防止対策の研究（化学物質取扱いに係る保護具その他の情報収集）
と環境保全に B 環境保全、各種選考及び表彰に関する事項 3 塗装工事現場における環境活動の研究（石綿等有害物含有塗膜及び産業廃棄物の

全 関する調査研究 適正処理、脱炭素社会実現に向けての貢献活動に関する研究）

・ 4 安全スローガンの募集と選考

環 5 安全優良事業所の選考及び表彰

C その他本委員会において必要と認める事項 6 支部労働安全大会の開催支援

境 7 「塗装工事業者災害防止・安全環境普及協議会」の活動
（会報誌：『塗装工事の安全』発刊など）

8 建設業労働災害防止協会との連携

A 建築塗装技能検定に関する事項 1 技能検定試験問題の調査研究（実技・学科）

技 総合仕上業として B 技能向上・普及に関する事項 2 機能性塗材工法の調査研究
付加価値のある C 全国建築塗装技能競技大会に関する事項 3 全国建築塗装技能競技大会の準備、運営、課題等の調査研究
技能力と人材の育成 D その他本委員会において必要と認める事項 4 技能グランプリの調査・研究

5 ものつくり大学での実習授業の協力

6 外国人材の受入れ教育に関する調査、情報収集

能 7 対外的事業及び技能向上に資する講習会等への対応

A 日塗装の社会的周知に関する事項 1 塗装奉仕活動等の実施協力

普 需要の開発と日塗装の 2 インターネットを活用した情報発信の企画やPRツールの作成等

普及活動 B いいいろ塗装の日に関する事項 3 「いいいろ塗装の日」の普及（対外広報プロモーションの推進）

C 戸建住宅塗り替え需要促進に関する事項 4 ペインテナンスキャンペーンの実施（戸建住宅改修需要の喚起）

D 普及啓発セミナーに関する事項 5 女性活躍推進に関する情報提供やセミナーの企画・実施

及 E その他本委員会において必要と認める事項 6 収益化に向けた取り組み
7 普及活動方法の研究

各種調査等の実施 A 塗装工事業経営実態調査に関する事項 1 塗装工事業者実態調査の実施
2 リフォーム工事実態調査の実施

B 社会保険加入状況調査に関する事項 3 加入状況調査の実施（下請業者の加入状況を含む）
C 建築塗装技能検定に関する事項 4 建築塗装作業及び鋼橋塗装作業の技能検定試験結果調査の実施

5 公共職業訓練施設の建築塗装課程卒業生への記念品贈呈


